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こ
れ
ま
で
の
取
組
み

　

平
成
28
年
３
月
を
も
っ
て
閉
校
と

な
っ
た
県
立
楯
岡
高
校
跡
地
の
有
効
活

用
は
、
今
後
の
市
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出

し
て
い
く
う
え
で
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
跡
地
の
利
活
用
を
最
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
付
け
、
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
11
月
に
は
、
市
民
・
楯
岡

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・
市
議

会
・
県
な
ど
の
関
係
機
関
で
構
成
す
る

「
旧
楯
岡
高
校
跡
地
利
活
用
検
討
市
民

会
議
」
を
設
置
し
、

①
文
教
施
設

②
民
間
に
よ
る
利
活
用

③
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設

④
高
齢
者
福
祉
施
設

な
ど
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

特
集　

楯
岡
高
校
跡
地
の
利
活
用
構
想

楯
岡
高
校
跡
地
の
利
活
用
構
想
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
提
言
の
実
現
に

向
け
、
情
報
発
信
、
利
活
用
希
望
者
の

募
集
、
県
に
対
す
る
要
望
活
動
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
６
月
に
は
、
自
ら
跡
地
の

利
活
用
を
希
望
す
る
11
の
民
間
提
案

者
・
学
識
経
験
者
・
有
識
者
・
県
で
構

成
す
る
「
楯
岡
高
校
跡
地
利
活
用
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
跡
地
の

具
体
的
な
利
活
用
構
想
に
つ
い
て
、
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

基
本
構
想
の
策
定

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
や

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
よ
る
議
論
を
と

り
ま
と
め
た
「
楯
岡
高
校
跡
地
利
活
用

基
本
構
想
」
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
基
本
構
想
に
は
、
跡
地
利
活
用
の

全
体
方
針
や
導
入
す
る
機
能
、
今
後
の

整
備
・
運
営
の
方
針
な
ど
を
盛
り
込
む

予
定
で
あ
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案

を
公
開
し
て
い
ま
す
。
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
利
活
用
の
全
体
方
針

　
「
多
様
な
利
用
者
が
集
い
、
に
ぎ
わ

い
の
創
出
と
経
済
効
果
を
生
む
拠
点
」

を
目
指
し
ま
す
。
市
民
が
気
軽
に
集
い

交
流
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
拠

点
と
す
る
こ
と
で
、
高
校
が
あ
っ
た
こ

ろ
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
、
市
街
地

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
利
活
用
を
目

指
し
ま
す
。

開
か
れ
た
交
流
拠
点
を
目
指
し
て

■
問
合
せ
／
政
策
推
進
課
政
策
企
画
係　
☎
内
線

272

跡地の整備イメージ
・既存の校舎に各種機能を導入す

るため、市が基本的な改修整備
を実施。

・耐震性が不足する教室棟（南側
校舎）は取り壊し、緑地や駐車
場を整備。 整備イメージ（校舎南側）

整備イメージ（校舎北側）
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特集　楯岡高校跡地の利活用構想

特
集　

楯
岡
高
校
跡
地
の
利
活
用
構
想

コミュニティ形成
　誰でも気軽に使うことができる懇談の場や、趣味
サークルなどの活動の場を設置します。軽い飲食を
しながら友人同士で話をしたり、子育てワークショッ
プを開催したりといった利用を想定しています。
　施設全体の顔となる総合案内所も設置し、市民や施
設利用者の交流を促す場とします。

産業振興・起業支援
　仕事や学習の場として使えるコワーキングスペー
ス（複数の利用者がスペースを共有して業務・学習を
行う場）を、現在の甑葉プラザから移設します。
　また、民間事業者への貸しオフィスや、会議・打合
せのためのスペースを設置します。起業支援セミナー
なども開催し、新たな発想の実現を促す場とします。

観光・周遊の拠点
　旅行者が宿泊し、市内観光や県内周遊の拠点となる
ゲストハウス（簡易宿泊施設）としての活用を想定し
たスペースを設置します。旅行者と市民が交流する場
としての利用も期待するものです。

市民の健康づくり
　市民の健康づくりを支援するフィットネスクラブと
しての活用を想定したスペースを設置します。
　専門的な指導に基づく運動の機会を提供し、運動の
習慣化につなげ､健康寿命の延伸を期待するものです。

子どもの遊び場や運動の場
　既存のグラウンド・体育館・ピロティなどを生か
し、子どもが自由な発想で遊んだり、市民がスポーツ
を楽しんだりすることができるようにします。
　開放的な緑地スペースや、スケートボードなど近年
普及が進んだ新しいスポーツが楽しめる場の設置も検
討します。

その他（拡張用スペース）
　今後の機能拡充や新たな機能の追加、以前より検討
してきた文教施設（専門学校など）の誘致も想定し、
特定の用途を定めない拡張用スペースも残します。

跡地に導入する機能

■
跡
地
の
整
備
・
運
営

　
利
活
用
開
始
に
向
け
た
施
設
の
基
本

的
な
改
修
整
備
は
市
が
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　
運
営
は
民
間
に
依
頼
し
、
利
用
者
が

運
営
に
参
画
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
し

ま
す
。
利
用
料
金
は
、
市
内
・
県
内
の

類
似
施
設
な
ど
を
踏
ま
え
た
設
定
と
し

つ
つ
、
よ
り
施
設
を
利
用
し
や
す
い
運

営
の
形
を
検
討
し
ま
す
。

　基本構想の策定に向けたパブリックコメント（意見公募）
を平成31年1月18日(金)まで実施します。市ホームページに
掲載の基本構想(案)に対するご意見をお寄せください。基本構
想(案)は政策推進課（市役所２階）でも配布します。
　また、随時、跡地の利活用希望者を募集しています。基本
構想(案)に記載のないご提案でも構いません。
■問合せ／政策推進課政策企画係　☎内線272

ご意見・ご提案を募集します
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除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

▼
雪
押
し
場
の
確
保
に
ご
協
力
を

　
冬
期
間
に
使
用
し
て
い
な
い
空
地
や

農
地
等
を
道
路
除
雪
の
雪
押
し
場
と
し

て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

き
め
細
か
な
除
雪
の
実
施
に
は
、
さ
ら

に
多
く
の
雪
押
し
場
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
雪
押
し
場
の
確
保
に
こ
れ
ま
で
以

上
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
深
夜
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
を

　
忙
し
い
朝
の
交
通
や
歩
行
者
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
真
夜
中
か
ら
の
作

業
が
多
く
な
り
ま
す
。
除
雪
車
の
エ
ン

ジ
ン
音
や
振
動
で
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
除
雪
車
に
は
近
寄
ら
な
い
で

　

除
雪
車
か
ら
の
視
界
は
非
常
に
狭

く
、
特
に
後
方
は
大
変
見
づ
ら
く
な
っ

て
い
ま
す
。
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す

の
で
、
人
も
車
も
絶
対
に
近
寄
ら
な
い

特
集　

き
め
細
か
な
除
雪
の
推
進

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

き
め
細
か
な
除
雪
を
推
進
し
ま
す

　
除
雪
作
業
は
午
前
2
時
か
ら
3
時
の

時
点
で
車
道
積
雪
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
上
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
開
始
し
ま

す
。
午
前
７
時
ま
で
に
完
了
す
る
計
画

で
す
が
、
早
朝
の
大
雪
な
ど
降
雪
状
況

に
よ
っ
て
は
目
標
時
間
ま
で
作
業
が
終

わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
も
暮
ら
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
の
た
め
、
可
能
な
限
り
住
宅

等
の
間
口
に
配
慮
し
た
き
め
細
か
な
除

雪
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
通
行
に
支
障
が
な
い
よ
う
車
道
幅
員

　
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

■�

住
宅
等
の
間
口
に
面
し
た
道
路
上
に

雪
の
塊
を
残
さ
な
い
除
雪
を
目
標
と

し
ま
す
。

■
日
中
除
雪
を
強
化
し
、
圧
雪
時
の
路

　
面
整
正
や
拡
幅
調
整
（
幅
出
し
）
作

　
業
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

で
く
だ
さ
い
。

▼
子
ど
も
の
飛
び
出
し
が
危
な
い

　
そ
り
遊
び
や
ミ
ニ
ス
キ
ー
な
ど
の
楽

し
い
遊
び
も
、
道
路
へ
飛
び
出
し
て
は

大
事
故
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
道
路

付
近
の
雪
山
で
は
絶
対
遊
ば
な
い
、
遊

ば
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
路
上
駐
車
は
除
雪
の
大
敵

　
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
最
大
の
障

害
。
一
台
で
も
放
置
車
が
あ
る
と
、
除

雪
車
が
入
れ
ず
除
雪
で
き
ま
せ
ん
。

「
路
上
駐
車
は
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」

を
合
言
葉
に
、
市
民
全
員
で
迷
惑
す
る

路
上
駐
車
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

▼
路
上
の
障
害
物
は
撤
去
を

　
除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
る
の
で
、
道

路
へ
せ
り
出
し
た
庭
木
や
生
垣
は
剪せ
ん

定
、
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自

宅
前
の
路
上
や
車
庫
出
入
口
に
置
い
て

あ
る
台
や
看
板
用
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
も
片

づ
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で

　
各
家
庭
で
行
う
雪
片
付
け
や
屋
根
の

雪
お
ろ
し
の
際
に
道
路
へ
雪
を
出
す

と
、
交
通
障
害
の
原
因
と
な
り
危
険
で

す
。
ま
た
、
道
路
除
雪
の
妨
げ
に
も
な

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
良
識
あ
る
行
動
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
水
路
・
河
川
へ
の
雪
捨
て
は
危
険

　
水
路
や
河
川
へ
の
雪
捨
て
は
、
雪
が

詰
ま
り
、
増
水
、
洪
水
を
起
こ
す
原
因

と
な
り
ま
す
。
水
路
・
河
川
へ
の
雪
捨

て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
建
設
課
維
持
係　
　
☎
内
線

236
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特集　きめ細かな除雪の推進

特
集　

き
め
細
か
な
除
雪
の
推
進

■農道の除雪・圧雪経費に補助
　冬期間、樹園地の枝折れや雨よけハウス倒壊
などの雪による被害を未然に防止するため、果
樹園などに行くための農道の除雪・圧雪にかか
る経費に対し、費用の一部補助を行います。
対象者　3人以上の受益農業者で構成する団体
補助対象事業
①�事業実施主体が除雪機械を賃借またはアタッ
チメントを購入して運営する農道除雪・圧雪
事業
②�市指定除雪業者や構成員の農業者などに委託
して行う農道除雪・圧雪事業

対象回数　同一路線につき必要と認められる回数
補助金の額　補助対象経費の10分の7以内
申請方法
　申請する方は農林課へご連絡ください。後
日、申請書などを送付します。
その他
　新規路線や除雪機械を取得して事業に取り組
む場合は、事前に農林課へご相談ください。
問農林課農業振興係　☎内線251

■高齢者世帯へ除雪費を支給
　平成30年度市民税が非課税の世帯で、次に該当す
る方が、業者に住居の雪下ろしや通路の除雪作業を
頼んだ場合、その費用の一部を支給します。
対象世帯　①65歳以上の方のみの世帯
　　　　　②65歳未満の重度障がい者と同居する
　　　　　　65歳以上の世帯
※自力で除雪できる方や生活保護世帯を除きます。
申請期間　12月3日(月)～平成31年3月29日(金)
支給限度額　30,000円（対象経費の10分の8）
問福祉課地域福祉係　☎内線141

■小型除雪機購入費に補助
　家庭用に購入した新品の小型除雪機に対し補助金（購
入費の10分の1、上限50,000円）を交付しています。

■小型除雪機の貸出し
　市道・生活道などの除排雪を市民の皆さんが自ら
行う場合、小型除雪機を貸し出しています。

■除排雪作業に報奨金を交付
　地域ぐるみで一斉に行う排雪作業や、生活道におけ
る日常的な除排雪作業に報奨金を交付しています。
問建設課維持係  ☎内線236

除雪に関する要望などは

■市道・県道は地区の代表者へ
　すばやく的確な対応を行うため、要望などは、
各地区の代表者の皆さんが取りまとめて市役所に
連絡することになっています。

■国道は国土交通省へ
問☎(23)2521　FAX(23)2523
　国道13号に関する要望などは尾花沢国道維持
出張所へご連絡ください。

市内の雪捨て場　　排雪時間〈午前8時30分～午後5時〉

○周辺住宅の環境に配
　慮し、夜間と早朝の
　雪捨てを禁止します。
○必ず時間を守り、安
　全に奥から順に捨て
　てください。
○雪以外のものは絶対
　に捨てないでくださ
　い。

碁点イベント広場 金谷運動広場駐車場 楯岡向原緑地公園

雪
捨
て
場

入口

最
上
川

市
民

体
育
館

碁点交差点

雪捨て場入口

金谷
運動広場

金谷交差点

国
道
13号

雪捨て場
大沢川

環
境
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー

父母
報恩寺

北村山
地域振興局

入
口
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市
職
員
の
給
与
状
況

平成30年4月1日現在
区分 自己都合 勧奨・定年

支
給
率

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
(2～30％加算)

1人当たりの平均支給額 2,009万6千円

平成30年4月1日現在

区分
期末手当 勤勉手当

市 国 市 国
6月期 1.225月分 1.225月分 0.8月分 0.9月分
12月期 1.475月分 1.375月分 0.8月分 0.9月分

計 2.7月分 2.6月分 1.6月分 1.8月分

平成29年度普通会計決算
人口(平成29年度末) 24,561人
歳出額(Ａ) 132億7,307万9千円
人件費(Ｂ) 23億2,458万8千円
人件費率(Ｂ／Ａ) 17.5％
※�人件費には特別職(市長、副市長、議会の議員等)
に支給される給料、報酬などを含みます。
※人口は住民基本台帳を参考。

平成29年度普通会計決算
職員数(A) 249人

給
与
費

給料 9億7,195万7千円

職員手当 1億5,818万6千円
期末勤勉手当 3億7,886万4千円
合計(Ｂ) 15億900万7千円

1人当たり給与費(Ｂ/Ａ) 606万円
※�特別職および国保・下水道・介護特別会計、水道
企業会計から給与が支払われる職員を除きます。
※職員手当は退職手当を含みません。

市職員の給与の状況をお知らせします
　市職員の給与や職員数など人事行政の運営等についての公表は、地方公務員法に基づき「村山市人事行政
の運営等の状況の公表に関する条例」で定められています。市民の皆さんに市職員の給与や職員数などにつ
いてお知らせすることで、より分かりやすく開かれた行政にしていきます。

(平成30年度)
区分 報酬月額等

報酬
議　長 435,000円

副議長 　385,000円
議　員 　360,000円

期末手当

６月期 　基礎額の1.525月分
12月期 　基礎額の1.675月分

計 3.2月分

(平成30年度)
区分 給料月額等

給料
市　長 920,000円

副市長   690,000円
教育長    560,000円

期末手当
6月期   基礎額の1.525月分
12月期 基礎額の1.675月分
計 3.2月分

※基礎額は報酬・給料に40％加算した額です。

問総務課職員係　☎内線216　より詳しい内容についてはホームページでご覧になれます。
　　　　　　　　　　　　　　　https://www.city.murayama.lg.jp

▶人件費の状況

▶職員給与費の状況

区分 26
年度

27
年度

28
年度

29
年度

30
年度

職員数
(4月1日現在) 305人 297人 285人

※1 281人 274人

採用者
(4月1日現在) 8人 7人 6人 11人

(2)※2
7人

(1)※2

退職者
(前年度末) 14人 15人 17人 15人

(1)※2
14人

(1)※2

※1�特別職（教育長は28年度以降）を除きます。
※2��29年度以降の採用者・退職者は県教育庁から
の派遣職員（かっこ内表示）を含みます。

▶職員数の状況

平成30年4月1日現在
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 42.7歳 328,900円 366,600円
技能労務職 48.4歳 312,200円 346,900円
※平均給与月額＝平均給料月額＋平均職員手当月額

▶職員の平均給料・給与の月額および平均年齢

▶職員の退職手当

▶職員の期末・勤勉手当

▶市議会議員の報酬等

▶市長・副市長・教育長の給料等
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れ
き
ぶ
ん
フ
ェ
ス

　村山市では、市内の文化財や歴史を活用して、まちづくりや地域活性化をめざす「歴史文化基本構想」の策定
に取り組んでいます。「れきぶんフェス」と題したこのイベントでは、村山市が全国に誇る「熊

くま
野
の

観
かん

心
じん

十
じっ

界
かい

曼
まん

荼
だ

羅
ら

」に関する講演会を中心に、村山市の歴史文化を満喫できるものとなっています。
　各イベント入場は無料です。市民の皆さんもぜひ、お越しください。

　ポスターセッション
　歴史文化活動・事例紹介
　　時間：午前11時～午後1時

　楯岡荒町地区の大わらじ奉納や楯岡馬場地区の
むじなのむかさりなどの伝統行事、各地域でのま
ち歩きイベントなどの資料を一堂に展示します。
その場で行事・イベント担当者に質問することが
できるほか、郷土料理の試食もあります。

　「熊野観心十界曼荼羅」は仏教で考えられている
世界を描いた絵図で、全国でも58点しか確認されて
いない貴重なものです。山形県では全国で3番目に多
い5点が確認されており、そのうちの4点が村山市に
残されています。これは東北最多です。
　シンポジウムでは、なぜ村山市に残されているの
か、その謎に迫ります。

■基調講演
「地域に根ざした宗教文化
　～熊野観心十界曼荼羅～」
　講師：小栗栖 健治 氏（曼荼羅研究者・文学博士）

■パネル討議
「葉山信仰と熊野観心十界曼荼羅
　～ここに『おマンダラ』がある意味～」
　コーディネーター：居駒 永幸 氏
　　　　　　　　　（明治大学教授／大高根出身）
　パネリスト：小栗栖 健治 氏（基調講演 講師）
　　　　　　　岩鼻 通明 氏（山形大学教授）
　　　　　　　荒木 志伸 氏（山形大学准教授）

■問合せ／生涯学習課文化係
　　　　　　　　☎内線 333

第Ⅰ部
　れきぶんシンポジウム
 「熊野観心十界曼荼羅」
　についての講演・パネル討議
 時間：午後1時30分～午後4時30分

第Ⅱ部

熊野観心十界曼荼羅（葉山大円院所蔵）

最上徳内記念館・市立図書館で
　　　　　　連携イベント開催

【最上徳内記念館】　☎ (55)3003
　熊野観心十界曼荼羅と浄

じょう
土
ど

双
すご

六
ろく

展
　市内に現存するすべての熊野観心十界曼荼羅と、
全国で 3 点しか発見されていない浄土双六のうち
の市内にある 1 点を展示します。

（入場料　大人 300 円、小中学生 150 円）
■特別講演　※要予約　生涯学習課文化係☎内線 333

　  「熊野観心十界曼荼羅の役割とその芸術性」
　日時　12月15日(土)  午後4時～
　講師　瀧川　和也 氏
 （三重県総合博物館　展示・交流事業課長)

【市立図書館】　☎ (55)2833
　最上川舟運資料展　（入場無料）
　最上川三難所の舟運を中心とした資料を展示します。

要予約

日時　12月16日(日)  午前11時～午後4時30分　　　会場　甑葉プラザ

～きょうはとことん「村山歴史文化の日」～
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー  

ぐ
ん
ぐ
ん

　
戸
沢
保
育
園
内
に
あ
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぐ

ん
ぐ
ん
は
、
社
会
福
祉
法
人
敬
愛
信
の
会
が
運
営
し

て
い
ま
す
。
地
域
に
出
向
い
て
行
う
子
育
て
支
援
が

特
徴
で
、
遊
び
の
広
場
の
開
設
や
サ
ー
ク
ル
支
援
、

子
育
て
が
楽
し
く
な
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
さ
ま

ざ
ま
な
育
児
講
座
を
月
1
回
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
電
話
だ
け
で
な
く
メ
ー
ル
の
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

開
設
日
時　
月
曜
～
土
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）
、
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
出
前
保
育

　
市
内
の
公
立
保
育
施
設
に
出
向
き
、
保
育
施
設
等

に
入
所
前
の
親
子
を
対
象
と
し
た
遊
び
の
広
場
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
体
操
や
手
遊
び
、
工
作
な
ど
で
、

楽
し
く
親
子
同
士
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
ぐ
ん
ぐ
ん
広
場

　
小
学
校
入
学
前
の
親
子
を
対
象
に
、
戸
沢
保
育
園

内
で
遊
び
の
広
場
を
開
設
し
ま
す
。
遊
び
終
わ
っ
た

後
は
、
持
っ
て
き
た
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
情
報
交

特
集　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
市
は
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
市

内
３
か
所
に
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
ど
の
拠
点
施
設
も
育
児
講
座
の
実
施
や
相
談

窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
支
援
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

ポ
ポ
ー
の
ひ
ろ
ば

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ポ
ポ
ー
の
ひ
ろ
ば
は
甑
葉

プ
ラ
ザ
２
階
に
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ポ
ポ
ー
の
ひ
ろ

ば
が
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
入
学
前
の
親
子
を
対
象
と
し
た
屋
内
広
場

で
す
。
木
製
遊
具
や
乳
児
向
け
の
ま
ま
ご
と
玩
具
な

ど
が
あ
り
、
気
軽
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
と
協
力
の
会
員
に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
ひ
だ
ま
り
ル
ー
ム

　
毎
月
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
親
同
士
の
交

流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

開
設
日
時　

火
曜
～
日
曜
日
（
年
末
年
始
を
除

く
）
、
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

■
乳
幼
児
一
時
預
か
り
（
要
登
録
）

　
保
育
士
ス
タ
ッ
フ
が
、
最
長
３
時
間
ま
で
の
一
時

預
か
り
を
行
い
ま
す
。
対
象
は
、
生
後
６
か
月
か
ら

小
学
校
入
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
で
、
利
用
す
る
前

日
の
午
後
４
時
ま
で
予
約
が
必
要
で
す
。

開
設
日
時　

火
曜
～
日
曜
日
（
年
末
年
始
を
除

く
）
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

利
用
料　
１
時
間
６
０
０
円

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ポ
ポ
ー
の
ひ
ろ
ば

　
　

 

☎
（53）
０
９
０
１

市
内
3
つ
の
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
と
相
談
窓
口
な
ど
を
紹
介

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課
子
育
て
推
進
係　
☎
内
線

163

子育て支援センター  ポポーのひろば
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換
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぐ
ん
ぐ
ん

 

☎
（56）
２
０
０
２

メ
ー
ル
：gungun@

keiaishin.or.jp

特集　子育て支援センター

子育て支援センター  ぐんぐん
(写真は冨本認定こども園での出前保育の様子)

特
集　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー  

ど
ん
ぐ
り
広
場

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
広
場
は
、
社
会

福
祉
法
人
ふ
た
ば
保
育
園
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
認

定
こ
ど
も
園
ふ
た
ば
大
高
根
保
育
園
内
に
設
置
さ
れ

た
施
設
で
、
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
と
家
族
を

対
象
と
し
た
屋
内
の
遊
び
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
交
流
の
場
で
あ
る
「
じ
ば
サ
ロ
ン
」
が
特
徴

で
、
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
昔

遊
び
や
伝
統
料
理
な
ど
の
先
生
と
な
っ
て
、
子
育
て

子
育
て
に
関
す
る
相
談
窓
口

■
一
般
的
な
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
事

・
各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

■
妊
娠
、
出
産
、
授
乳
、
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
・   

　
発
達
、
予
防
接
種
な
ど

・
ぽ
っ
ぴ
ー
る
ー
む
（
保
健
課
） 

☎
内
線

136

■
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
場
合

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ポ
ポ
ー
の
ひ
ろ
ば

　
（
☎

（53）
０
９
０
１
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
適
切
な

　
相
談
先
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

子育て支援センター  どんぐり広場

市健康づくりキャラクター
　　　　　　ぽっぴー

中
の
方
や
お
子
さ
ん
と
世
代
を
越
え
た
交
流
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

開
設
日
時　
月
曜
～
土
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）
、
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
こ
ろ
こ
ろ
ラ
ン
ド
（
出
前
保
育
）

　
ふ
た
ば
大
高
根
保
育
園
や
ふ
た
ば
袖
崎
保
育
園
に

出
向
き
、
工
作
な
ど
の
体
験
を
と
お
し
て
、
楽
し
く

親
子
同
士
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
育
児
講
座

　
小
学
校
入
学
前
の
親
子
を
対
象
に
、
音
楽
を
使
っ

た
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、

毎
月
、
親
子
で
参
加
で
き
る
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
広
場

 

☎
（57）
２
４
２
９

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ぽ
っ
ぴ
ー
る
ー
む

　
市
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
「
ぽ
っ
ぴ
ー
る
ー
む
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
助
産
師
の
資
格
を
持
つ
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
が
、
妊
娠
や
出

産
、
育
児
に
関
す
る
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

開
設
日
時　
月
曜
～
水
曜
日
、
午
前
9
時
～
午
後
2
時
30
分

■
問
合
せ
／
保
健
課　
☎
内
線

136

ぽっぴーるーむの様子
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子
育
て
応
援
情
報

子育て応援情報 ～交流イベント・講座情報～

ポポーのひろば�☎(53)0901

表記の説明　　　対象　　　日時　　　会場　　　内容　　　参加費　　　事前申込　　　その他

子育て支援センター
　�ぐんぐん� ☎(56)2002
子育て支援センター

どんぐり広場� ☎(57)2429
子育て支援センター

申対 日 会 他費内

12月6日(木)�10:30～11:00受付
ポポーのひろば
未就学児の身長・体重測定

ひだまり保健室
日

会

内

対 平成29年12月以降生まれの親子
12月12日(水)　10:30～11:30
なかよしルーム　　　必要
クリスマス会やベビーマギング、
ママ同士の交流会もします。

Babyママカフェ

日
会
内

対 12月生まれのお子さん（3歳まで）
12月20日(木)　11:45～12:00
ポポーのひろば
お誕生手形の受付は10:30まで

12月生まれのお誕生会

日

会

子育て中の方、おじいちゃん、
おばあちゃんどなたでもどうぞ
12月26日(水)　9:30～11:30
ふたば大高根保育園
もちつき大会をします。

地域交流の場　じばサロン
対

日
会

子育て支援課� ☎内線163
村山市役所

対 保育施設等入所前の親子
12月27日(木)　9:00～11:00
冨本認定こども園

屋内の遊び場として開放
保育施設無料開放日

日
会

他

保育施設等入所前の親子
12月12日(水)　9:30～11:30
戸沢保育園
遊びの広場、身長・体重測定

わくわく広場

日
会

内

対

小学校入学前の親子
12月5日(水)　10:30～11:30
ふたば大高根保育園
講師　斎藤奈緒子氏

育児講座
親子でヒップホップダンス
対
日

会

保育施設等入所前の親子
12月25日(火)　10:00～11:30
ふたば袖崎保育園
クリスマス会をします。

ころころランド
対

他

日

小学校入学前の親子
12月8日(土)　9:30～12:00
戸沢保育園
遊びの広場、お誕生会
持ってきた弁当を食べながら交流
もできます。

ぐんぐん広場

日
会

内

対

他

イベント情報の確認に

子育て支援アプリが便利です

　子育て支援アプリ「すくすく村
山」には、イベント情報発信のほ
か、予防接種の自動スケジュール
管理など、便利な機能がいっぱい
です。ぜひ、
ご活用ください。
　ダウンロード用
　　   QRコード→

保育施設等入所前の親子
①12月��3日(月)　9:30～11:30
②12月17日(月)　9:30～11:30
③12月18日(火)　9:30～11:30
①甑葉プラザ研修室
②戸沢保育園
③ちぐさ認定こども園
遊びの広場、季節の工作、おや
つの時間、お誕生会

ぐんぐんの出前保育
対
日

会

内

内

日 12月4日(火)　10:30～11:30
なかよしルーム　　　必要
家の中で安全に過ごすためのポイ
ント紹介、おもちゃ作り

子育て応援室

会
内

申

12月21日(金)　10:00～11:30
甑葉プラザ甑葉ホール
講師の先生は発達心理学の専門
家でNHK「すくすく子育て」
に出演している村山市出身の
遠藤利彦氏（東京大学大学院
教授）。お子さんと一緒に聞く
こともできます。　　　必要
託児有（1歳半～未就学対象。
1人300円。事前申込必要）

ポポーの講演会
親子の絆が子どもの未来を拓

ひら
く

日
会
内

※参加費の記載のないイベントは無料です。

12月14日(金)　10:00～11:30
なかよしルーム
手遊びや体操などをします。
ケーキと飲み物、プレゼントも
準備しています。　　　必要
大人300円、子ども200円

ポポーのクリスマス
日

会

内

内

申

費

申
他

休館のお知らせ

会

■ポポーのひろば
　12月25日(火)終日
　※12月24日（月・祝日）は開館
　12月28日(金)午後
　　～平成31年1月3日(木)終日
■ぐんぐん
　12月29日(土)終日
　　～平成31年1月3日(木)終日
■どんぐり広場
　12月30日(日)終日
　　～平成31年1月3日(木)終日

申
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特
集　

高
田
明
氏
講
演
会
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
会
員
募
集

　市内共通の保育時間や減免制度については、市報11月１日号をご覧ください。なお、楯岡・戸沢の募集は市
報11月１日号に掲載し、袖崎・大高根の募集は1月1日号に掲載します。詳しくは、各クラブにお問い合わせく
ださい。登録料は年額3,000円です。

放課後児童クラブ利用会員の募集
西郷、大久保、冨本小学校区

コスモスきっずクラブ
対象　西郷小学校児童
開設場所
西郷小学校体育館２階
保育料　
・通年会員（通年利用）
　月額5,000円～8,000円
・随時会員（随時利用）
　日額1,000円～1,500円
申込期限　12月28日(金)
■申込み／コスモスきっずクラブ
☎(55)9348（午前10時30分～午後6時）

GоGоキッズクラブ
対象　大久保小学校児童
開設場所
大久保小学校ミーティングルーム1
保育料　
・毎日会員（通年利用）
　月額5,000円～8,000円
・時々会員（随時利用）
　日額1,000円～1,500円
申込期限　12月28日(金)
■申込み／GоGоキッズクラブ
☎(54)3390(午後1時～6時)

はや丸キッズクラブ
対象　冨本小学校児童
開設場所
冨本小学校体育館多目的室
保育料
・キッズ会員（通年利用）
　月額6,000円～9,000円
・なかよし会員（随時利用）
　日額1,000円～1,500円
申込期限　平成31年１月10日(木)
■申込み／はや丸キッズクラブ
☎(54)2950(午後1時～6時)

高田 明 氏講演会
GOGO! むらやま夢大学 2018

　株式会社ジャパネットたかた創業者で、プロサッカークラブ株式会社
V・ファーレン長崎の代表取締役社長、株式会社A and Live代表取締役
を務める高田明氏。高田氏のこれまでの人生を振り返りながら、長年に
わたりラジオやテレビ通販の司会を務める中で感じた「伝えることの大
切さ」を講演します。

日時　平成31年1月20日(日)
　　　午後2時開演（午後1時30分開場）
会場　市民会館 大ホール
　　　全席自由　※当日午前11時から優先入場券を200枚配布します。
入場料　前売券1,500円　当日券2,000円
　　　　※高校生以下は無料ですが無料入場券の申込みが必要です。
前売券販売・無料入場券受付
　生涯学習課、市民会館、甑葉プラザ、萬家、菅野時計店、
　オーイシ
■問合せ／生涯学習課生涯学習係　☎内線331

無料託児所を開設します
　生涯学習課へお申し込みください。
対象　おおむね満1歳から入学前の幼児
申込期限　平成31年1月7日(月)

～夢持ち続け日々精進～
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道
の
駅
む
ら
や
ま
に
行
こ
う
、
わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
村
山
市
に
戻
っ
て
き
て
3
度
目
の
冬
が

や
っ
て
来
ま
す
。
毎
年
、
寒
い
と
動
き
た

く
な
い
病
が
発
生
す
る
の
で
、
今
年
こ

そ
は
運
動
し
て
引
き
締
ま
っ
た
健
康
ボ

デ
ィ
ー
を
手
に
入
れ
た
い
で
す
！
有
言
実

行
、
が
ん
ば
り
ま
す
！
（
多
分
）

　
今
年
の
4
月
か
ら
、
若
者
ま
つ
り
実
行

委
員
会
や
県
、
イ
ベ
ン
ト
会
社
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
き
た
、
県
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
「y

ヤ

マ

ガ

タ

　

am
agataD

ダ
イ
ブ

IV
E

若
者
ま

つ
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
in
楯
岡
商

店
街
」
が
無
事
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
楯

岡
商
店
街
を
歩
行
者
天
国
に
し
た
り
、

ト
リ
ッ
ク
オ
ア
ト
リ
ー
ト
ツ
ア
ー
を
し

た
り
、
空
き
店
舗
を
1
日
限
定
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
ブ
ー
ス
に
変
え
た
り
と
初
め
て

づ
く
し
で
し
た
が
、
大
勢
の
人
に
楽
し
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。

　
お
菓
子
を
溢
れ
ん
ば
か
り
に
手
に
持
っ

て
走
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見

て
、
開
催
し
て
良
か
っ
た
な
と
改
め
て
思

い
ま
し
た
。
で
も
、
な
ん
だ
か
ん
だ
言
っ

て
、
自
分
が
一
番
楽
し
ん
で
い
た
気
が
し

ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

楯
岡
商
店
街
で

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催

子どもたちが楯岡商店街を巡るトリックオアトリートツアーで
魔女の仮装をし、案内人となりました。

道
の
駅
む
ら
や
ま
に
行
っ
て
み
よ
う

■
問
合
せ
／
道
の
駅
む
ら
や
ま  

☎
（55）
７
１
０
０

村
山
産
業
高
校
と
の

コ
ラ
ボ
商
品
販
売

　
道
の
駅
む
ら
や
ま
は
2
年
前
か
ら
、
村

山
産
業
高
校
農
業
部
の
生
徒
と
連
携
し
、

サ
ト
イ
モ
を
使
用
し
た
商
品
の
企
画
・
販

売
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
村
山
産
業
高
校
は
、
平
成
27
年
に
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
高
校
の
部
で
全

国
1
位
を
獲
得
。
受
賞
し
た
地
域
振
興
プ

ラ
ン
を
も
と
に
、
道
の
駅
む
ら
や
ま
が
い

も
煮
の
レ
ト
ル
ト
商
品
「
い
も
煮
国
」
を

企
画
し
ま
し
た
。
村
山
市
産
の
材
料
を
使

い
、
市
内
企
業
で
製
造
。
お
土
産
品
コ
ー

ナ
ー
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
2
弾
と
し
て
、
高
校
生
が
発

案
し
た
「
い
も
煮
コ
ロ
ッ
ケ
」
を
道
の
駅

む
ら
や
ま
が
商
品
化
。
一
つ
ひ
と
つ
店
内

で
調
理
し
、
昨
年
か
ら
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド

コ
ー
ナ
ー
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
「
い
も
煮
コ
ロ
ッ
ケ
」
は
、
仙
台
市
で

行
わ
れ
た
東
北
地
方
の
道
の
駅
が
集
ま
る

イ
ベ
ン
ト
で
行
列
が
で
き
、
準
備
し
た

１
，
０
０
０
カ
ッ
プ
が
お
昼
前
に
完
売
す

る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
味
わ
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

↓
お
土
産
に
も
ぴ
っ
た
り

　
「
い
も
煮
国
」

↑「
い
も
煮
コ
ロ
ッ
ケ
」

（
一
口
大
の
大
き
さ
で

　
5
個
セ
ッ
ト
）

道の駅交流事業
長崎みかんと物産フェア

12/15、16
（土） 　（日）

午前 10 時～午後 6 時
長崎県西海市「道の駅みかんドーム」と
の交流事業として、ミカンやカステラ
などの特産品を販売します。
・西海市の物産販売　・ミカン詰め放題
・道の駅むらやまの鍋振舞い（先着100名）
・まごころ広場のかいもち振舞い（先着100名）
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む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

R13

楯岡特別
支援学校

村山産業高校

居合振武館

こ
だ
わ
り
ラ
ー
メ
ン

ハ
リ
ス
食
堂

住所：楯岡北町1-1-19　電話：53-2421　営業時間：午前11時～午後2時30分（土曜・日曜日、祝日は午後3時まで）　定休日：火曜日

次回は、原田さんがお薦めの1年2組・旬彩SYUBOU桜坂（楯岡）を取材します。

　
村
山
産
業
高
校
の
す
ぐ
近
く
、
県
道

沿
い
に
店
を
構
え
る
「
ハ
リ
ス
食
堂
」

は
昭
和
13
年
創
業
の
ラ
ー
メ
ン
屋
で

す
。
店
主
の
原
田
高
典
さ
ん
（
楯
岡
）

は
5
代
目
。
先
代
が
店
を
閉
め
る
決
断

を
し
た
際
、
店
の
存
続
を
願
う
知
り
合

い
か
ら
相
談
を
受
け
、
後
を
継
ぐ
こ
と

を
決
意
し
た
そ
う
で
す
。
原
田
さ
ん
は

2
年
前
ま
で
東
京
の
人
気
フ
ラ
ン
ス
料

理
店
の
コ
ッ
ク
で
し
た
が
、
ラ
ー
メ
ン

に
つ
い
て
新
た
に
研
究
を
始
め
、
今
年

4
月
か
ら
店
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

　
ハ
リ
ス
食
堂
の
看
板
商
品
「
こ
だ
わ

り
ラ
ー
メ
ン
」
は
、
名
前
の
通
り
、
こ

だ
わ
り
抜
い
た
ラ
ー
メ
ン
で
す
。
ス
ー

プ
は
十
分
に
臭
み
を
取
り
、
8
時
間
煮

込
ん
だ
豚
骨
が
ベ
ー
ス
。
豚
骨
ス
ー
プ

に
特
注
の
た
ま
り
じ
ょ
う
ゆ
を
加
え
、

最
後
に
サ
バ
節
な
ど
か
ら
取
っ
た
魚
介

出
汁
を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス

料
理
の
経
験
を
生
か
し
完
成
し
た
ス
ー

プ
は
、
あ
っ
さ
り
し
て
い
る
の
に
深
み

の
あ
る
味
。
水
に
対
し
、
豚
骨
や
サ
バ

節
、
野
菜
な
ど
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

ス
ー
プ
に
負
け
な
い
中
太
麺
は
低
温
熟

成
で
う
ま
味
を
出
し
、
上
質
な
山
形
豚

を
使
用
し
た
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
は
、
厚
み

が
あ
る
の
に
、
は
し
で
切
れ
る
ほ
ど
柔

ら
か
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
ね
ぎ

み
そ
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
メ
ン
も
お
す
す

め
。
3
種
類
の
み
そ
を
ブ
レ
ン
ド
し
た

ピ
リ
辛
の
ス
ー
プ
に
、
た
っ
ぷ
り
の
ネ

ギ
と
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
が
の
っ
て
お
り
、

体
が
芯
か
ら
温
ま
り
ま
す
。

　
週
末
は
お
客
さ
ん
で
店
が
い
っ
ぱ
い

に
な
る
ハ
リ
ス
食
堂
。
「
ハ
リ
ス
の

ラ
ー
メ
ン
を
市
内
外
の
た
く
さ
ん
の
方

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
原
田
さ

ん
。
今
後
は
席
数
を
増
や
す
た
め
、
改

築
も
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
技
法
を
生
か
し

た
妥
協
な
し
の
「
こ
だ
わ
り
ラ
ー
メ

ン
」
。
話
題
の
グ
ル
メ
を
召
し
上
が

れ
。

写真右前が高典さん、左前は妻の佑希さんと
子どもたち、写真後ろはアルバイトのお二人

むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発
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受
章
・
受
賞
者
者
紹
介

受章・受賞者のご紹介
平成30年秋の叙勲　瑞宝双光章

土谷　義幸さん（楯岡）

　昭和46年に教員とな
り、北村山地域や新庄市
の小学校のほか、北村山
視聴覚教育センターや県
教育庁、村山教育事務所
に勤務され、楯岡小学校
長、村山教育事務所長を
歴任。また、平成18年か
ら平成25年まで市教育委員会教育長を務められ、
教育の充実と発展のために尽力されました。

第31回危険業務従事者叙勲　瑞宝双光章

菅　仁さん（楯岡）

　昭和51年に陸上自衛隊
に入隊。平成23年に退
職されるまで、主に神町
駐屯地や多賀城駐屯地に
勤務されました。第6師
団司令部第3部では先任
として訓練を担当し、ま
た、業務隊厚生班長とし
て隊員の福利厚生にも尽力。山形地方協力本部では
新庄募集事務所長を務め、自衛隊員の募集にも力を
注がれました。

第31回危険業務従事者叙勲　瑞宝双光章

齋藤　卓二さん（楯岡）

　昭和42年から警察官
となり、県警察本部や
新庄、酒田、小国など
県内各地の警察署に勤
務されました。
　尾花沢警察署次長、
県警察本部機動捜査隊
副隊長を歴任。平成20
年に退職されるまで、刑事警察などを中心に担当さ
れ、地域の治安維持に尽力されました。

第31回危険業務従事者叙勲　瑞宝単光章

朝烏　重志さん（大久保）

　 昭 和 4 5 年 に 消 防 職
員となり、消防本部総
務課長、消防署長を歴
任。40年以上にわたり
消防業務に精励されま
した。
　いくつもの火災現場
に出動し、冷静な判断
と適切な指示で消火活動に貢献されたほか、自主防
災会の結成促進と指導育成にも力を注がれました。

横光利一俳句大会
　第33回国民文化祭の分野別事業として開催され
た第20回横光利一俳句大会で入賞されました。
■大場ひろみさん（楯岡）
　秀作　受賞作品「マスクして透明人間となりぬ」

平成30年秋の叙勲　瑞宝単光章

中山　宜士さん（楯岡）

　昭和48年から郵便局
員となり、主に村山郵
便局や東根郵便局に勤
務されました。
　東根郵便局郵便課課
長代理を務められ、平
成26年に退職されるま
での41年間、郵便業務
の円滑な運営と郵政事業の発展に尽力されました。

改組新第5回日展
■入選
【洋画】　原田　一裕さん（楯岡）
【書道】　佐藤　　勝さん（楯岡）
　　　　　工藤　聖泉さん（大倉）　
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受
賞
者
紹
介
、
生
活
福
祉
情
報
、
国
民
年
金
情
報

人権書道・人権作文コンテスト
■山形地区小学生人権書道コンテ
　スト
・優秀賞
　佐藤　　遥さん（楯岡小6年）
　井澤　悠歌さん（戸沢小6年）
・山形協議会奨励賞
　齋藤　碧音さん（楯岡小5年）
　鈴木ゆうりさん（楯岡小5年）
　齋藤　翔大さん（西郷小5年）
　保科　考佑さん（大久保小5年）
　鈴木　紗都さん（楯岡小6年）
　工藤ゆうかさん（西郷小6年）
　海老名亮輔さん（冨本小6年）
　森　　慶俊さん（袖崎小6年）
　黒沼　愛佳さん（富並小6年）

■全国中学生人権作文コンテスト
・山形協議会山形地区奨励賞
　折原　恋歌さん（楯岡中3年）
　日塔　麻尋さん（葉山中3年）

■人権書道展を開催します
　市内小学生の作品を展示します。
期間　12月4日(火)～9日(日)
時間　午前9時～午後7時
　　　※4日は正午から
　　　　9日は午後3時まで
会場　甑葉プラザ1階ロビー

受賞者のご紹介

　
12
月
3
日
か
ら
9
日
は
障
が
い
者
週

間
で
す
。
山
形
県
で
は
障
が
い
者
週
間

に
合
わ
せ
た
県
独
自
の
取
組
み
と
し

て
、
12
月
を
「
障
が
い
者
差
別
解
消
強

化
月
間
」
と
設
定
し
て
い
ま
す
。
障
が

い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

■
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
を
し
な
い

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

（例）
障
が
い
を
理
由
に
窓
口
で
の
対
応
を

拒
ん
だ
り
、
順
番
を
後
回
し
に
し
な

い
。

■
合
理
的
配
慮
に
努
め
ま
し
ょ
う

（例）
会
社
や
お
店
な
ど
の
事
業
者
は
筆

談
、
読
み
上
げ
、
手
話
な
ど
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
わ
か
り
や

す
い
表
現
で
の
説
明
な
ど
、
意
思
疎

通
の
た
め
の
配
慮
を
心
が
け
る
。

（例）
メ
ニ
ュ
ー
や
商
品
表
示
は
、
写
真
な

ど
を
活
用
し
て
わ
か
り
や
す
く
説
明

す
る
。

■
問
合
せ
／

福
祉
課
生
活
福
祉
係　
☎
内
線

146

12
月
は
障
が
い
者
差
別
解
消
強
化
月
間

東北地区社会教育委員
連絡協議会表彰

　社会教育の振興に尽力された長
年の功績が認められました。
■大場ひろみさん（楯岡）

　
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
が
死
亡
し

た
場
合
、
戸
籍
関
係
の
死
亡
届
と
は
別

に
、
年
金
関
係
の
死
亡
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。
届
出
先
は
受
給
し
て
い
た
年

金
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
の

み
を
受
給
し
て
い
た
方
は
市
役
所
市
民

環
境
課
、
厚
生
年
金
を
受
給
し
て
い
た

方
は
年
金
事
務
所
、
共
済
年
金
を
受
給

い
て
い
た
方
は
各
共
済
組
合
に
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
死
亡
後
に

支
払
わ
れ
た
年
金
を
遺
族
の
方
に
返
納

し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
給
す
る
前
に
亡
く
な
っ
た
と
き

は
、
遺
族
年
金
や
死
亡
一
時
金
な
ど
が

支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
寒
河
江
年
金
事
務
所
ま
た

は
市
役
所
市
民
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
寒
河
江
年
金
事
務
所

☎
０
２
３
７

(84)
２
５
５
１
ま
た
は

市
民
環
境
課
市
民
係　
☎
内
線

113

死
亡
後
の
年
金
手
続
き

厚生労働大臣表彰
　食生活改善事業の振興に尽力され
た長年の功績が認められました。
■奥山よね子さん（大久保）

生
活
福
祉
情
報

国
民
年
金
情
報
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２
０
１
８
北
村
山
広
域
商
談
会
が
10

月
24
日
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
内
企
業
の
販

路
拡
大
を
目
的
に
市
地
域
雇
用
創
造
推

進
協
議
会
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
5
回
目
。
市
内
外
か
ら
発
注
企

業
35
社
、
受
注
企
業
60
社
（
う
ち
市
内

企
業
33
社
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
商
談
会
で
は
、
事
前
に
実
施
し
た
面

談
希
望
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
企
業

を
組
み
合
わ
せ
た
面
談
の
ほ
か
、
自
由

に
情
報
交
換
が
で
き
る
時
間
も
設
定
。

活
発
に
商
談
が
行
わ
れ
、
こ
の
日
だ
け

で
受
発
注
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
向
け
大
き

く
前
進
し
た
企
業
も
あ
り
ま
し
た
。

企
業
の
販
路
を
開
拓

北
村
山
広
域
商
談
会

ま
ち
の
話
題

受発注の面談を行う参加企業の皆さん

　
10
月
28
日
は
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

村
山
市
応
援
デ
ー
で
し
た
。
試
合
に
先

立
ち
、
高
橋
副
市
長
か
ら
株
式
会
社
モ

ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
森
谷
俊
雄
代
表
取

締
役
社
長
ら
へ
応
援
募
金
50
万
円
と
雪

室
米
つ
や
姫
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
贈
り
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
、
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

を
迎
え
て
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
。
村
山
市

か
ら
は
応
援
無
料
バ
ス
も
運
行
し
、
大

勢
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。
試
合

は
、
0
対
1
で
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
が

敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
バ
ッ
ク
ス

タ
ン
ド
席
か
ら
は
熱
い
声
援
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

試合前に開催されたセレモニー

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

村
山
市
応
援
デ
ー

　
10
月
30
日
、
袖
崎
地
域
の
背
あ
ぶ
り

峠
で
不
法
投
棄
物
の
回
収
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
村
山
地
区
不
法
投
棄

防
止
対
策
協
議
会
が
主
催
し
た
も
の

で
、
大
倉
・
袖
崎
地
域
の
住
民
、
県
職

員
、
市
職
員
な
ど
20
人
が
作
業
に
あ
た

り
ま
し
た
。

　
道
路
脇
の
山
林
の
斜
面
で
、
農
業
用

の
ビ
ニ
ー
ル
資
材
、
タ
イ
ヤ
、
こ
た
つ

布
団
な
ど
の
投
棄
物
1
・
25
ト
ン
を
回

収
。
周
辺
で
は
、
最
近
投
棄
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
ト
タ
ン
も
見
つ
か
り
ま
し

た
。

　
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
絶
対
に
や

め
て
く
だ
さ
い
。

投棄物回収の様子

背
あ
ぶ
り
峠
で

不
法
投
棄
物
を
回
収

　市内で行われた催しや市にまつわる出来事などを取材
し、市民の皆さんに楽しい話題をお伝えします。

まちの話題まちの話題まちの話題
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ま
ち
の
話
題

　
村
山
山
岳
会
（
坂
井
雅
雄
会
長
）
が

11
月
11
日
、
や
ま
が
た
百
名
山
に
も
選

ば
れ
て
い
る
甑
岳
の
幕
井
コ
ー
ス
登
山

口
「
跳は
ね
木こ

場ば

」
で
橋
の
架
け
替
え
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
も
と
も
と
架
け
ら
れ
て
い

た
橋
が
老
朽
化
し
た
こ
と
に
伴
い
、
村

山
山
岳
会
の
皆
さ
ん
の
「
多
く
の
方
に

安
全
に
甑
岳
登
山
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

　
こ
の
日
は
、
会
員
10
人
が
参
加
。
長

さ
6
メ
ー
ト
ル
の
丸
太
を
運
び
、
5
時

間
の
作
業
の
末
、
新
し
い
橋
に
架
け
替

え
ら
れ
ま
し
た
。

橋架け替え作業の様子

村
山
山
岳
会
が

甑
岳
登
山
道
に
橋
を
設
置

　
市
と
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
で
構
成
す

る
実
行
委
員
会
（
三
浦
康
彦
委
員
長
）

主
催
の
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
村
山
が
11
月

3
日
、
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
本
店
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
地
元
農

産
物
や
厚
岸
町
の
海
産
物
の
ほ
か
、
花

咲
ガ
ニ
が
入
っ
た
て
っ
ぽ
う
汁
や
村
山

市
産
サ
ト
イ
モ
の
い
も
煮
な
ど
を
販

売
。
雪
若
丸
と
村
山
日
和
を
セ
ッ
ト
に

し
た
お
に
ぎ
り
販
売
も
大
人
気
で
長
い

行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
祭
り
の
最
後
に
は
、
厚
岸
町
の
物
産

が
当
た
る
抽
選
会
も
開
催
。
会
場
は
最

後
ま
で
大
勢
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
村
山

ムララ ( 右奥 )、厚岸町のうみえもん ( 左奥 ) と記念撮影

　
市
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
文
化
交
流
事
業
・

市
芸
術
祭
シ
ン
ボ
ル
事
業
と
し
て
、
ブ

ル
ガ
リ
ア
民
族
合
唱
「
ア
バ
ガ
ル
・
カ

ル
テ
ッ
ト
」
公
演
を
11
月
16
日
、
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
公
演
で
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
4
人
の
女

声
コ
ー
ラ
ス
隊
が
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

で
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
民
族
音
楽
を
披
露
。

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
伝
統
的
な
弦
楽
器
ガ

ド
ゥ
ル
カ
の
演
奏
と
共
演
も
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
村
山
混
声
合
唱
団
フ
ェ
ブ

リ
エ
・
村
山
市
女
声
コ
ー
ラ
ス
と
一
緒

に
「
ふ
る
さ
と
」
を
日
本
語
で
合
唱

し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

ブ
ル
ガ
リ
ア
民
族
合
唱

ア
バ
ガ
ル･

カ
ル
テ
ッ
ト
公
演アバガル・カルテットと市内のコーラス団体が合唱

　
11
月
18
日
、
東
京
・
浅
草
寺
境
内
で

村
山
市
の
観
光
物
産
展
を
開
催
し
ま
し

た
。
新
米
や
果
物
、
地
酒
な
ど
の
特
産

品
を
販
売
し
た
ほ
か
、
徳
内
ば
や
し
の

演
舞
も
行
い
ま
し
た
。
会
場
内
に
は
村

山
市
の
観
光
案
内
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、

10
月
21
日
に
行
わ
れ
た
大
わ
ら
じ
奉
納

に
つ
い
て
も
紹
介
。
ま
た
、
大
わ
ら
じ

の
米
を
使
用
し
た
日
本
酒
「
金
の
大
わ

ら
じ
」
も
販
売
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
首
都
圏
在
住
の
村
山
市
出
身

者
に
よ
る
東
京
村
山
会
（
菊
地
栄
吉
会

長
）
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
も
運
営
に
協

力
を
い
た
だ
き
、
大
い
に
村
山
市
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

浅
草
寺
で
観
光
物
産
展

会場は大勢のお客さんでいっぱいに
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お
知
ら
せ

冬
季
水
道
料
金
と
水
道
管
管
理

　
積
雪
な
ど
に
よ
り
検
針
が
困
難
な
場

合
、
過
去
1
年
間
に
使
用
し
た
水
量
を

も
と
に
料
金
を
推
定
し
、
請
求
し
ま

す
。
そ
の
後
、
雪
が
解
け
、
検
針
が
で

き
た
時
点
で
精
算
し
ま
す
。
ま
た
、
冬

期
間
は
水
道
管
の
事
故
が
増
え
ま
す
。

凍
結
・
降
雪
な
ど
が
原
因
の
漏
水
は
、

漏
水
し
た
分
の
料
金
も
使
用
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。
水
抜
き
、
雪
囲
い
な
ど

を
行
い
、
し
っ
か
り
と
管
理
し
ま
し
ょ

う
。
長
期
間
使
わ
な
い
場
合
は
、
閉
栓

の
手
続
き
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
水
道
課　
　
　
☎
内
線

183

固
定
資
産
家
屋
の
異
動
届

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現

在
の
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
家
屋
の

異
動
を
把
握
す
る
た
め
、
次
の
方
は
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
届
出
の
用
紙

は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
。

■
建
物
を
解
体
し
た
場
合

　
12
月
31
日
ま
で
に
建
物
を
解
体
し
た

場
合
は
、
「
家
屋
滅
失
届
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
滅
失
が
確
認
さ
れ
れ

ば
、
平
成
31
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
建
物
を
新
築
、
増
築
し
た
場
合

　
平
成
31
年
1
月
1
日
ま
で
に
建
物
を

新
築
、
増
築
し
た
場
合
、
平
成
31
年
度

か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
で
ま
だ
建
物
の
調
査
を

受
け
て
い
な
い
場
合
は
、
家
屋
新
（増）
築

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
税
務
課　
　
　
☎
内
線

124

仲
人
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
婚
活
の
現
状
と
支
援
に
つ
い
て
必
要

な
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。
参
加
無

料
。
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時　
12
月
18
日
（火）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限　
12
月
17
日
（月）　
先
着
20
名

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課
☎
内
線

163

男
の
腕
ま
く
り
講
座

　
料
理
実
習
と
健
康
体
操
を
セ
ッ
ト
に

し
た
健
康
講
座
で
す
。
市
内
在
住
の
男

性
が
対
象
。
料
理
が
初
め
て
の
方
で
も

大
丈
夫
で
す
。
3
回
セ
ッ
ト
で
事
前
申

込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
18
人
。

日
時
・
内
容

①
平
成
31
年
1
月
21
日
（月）
午
前
9
時
～

　
午
後
2
時
30
分
、
基
本
料
理
の
実
習

　
と
健
康
体
操

②
2
月
4
日
（月）
午
前
9
時
30
分
～
午
後

　
2
時
30
分
、
プ
ロ
に
学
ぶ
簡
単
で
お

　
い
し
い
中
華
料
理
と
頭
と
身
体
の
体
操

③�

2
月
14
日
（木）
午
前
10
時
～
11
時
30

分
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と
健
康
体
操

会
場　
甑
葉
プ
ラ
ザ

参
加
費　
５
０
０
円
（
3
回
セ
ッ
ト
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ

ル
、
動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
な
ど

申
込
期
間　
12
月
3
日
（月）
～
25
日
（火）

■
問
合
せ
／
保
健
課　
　
　
☎
内
線

136

農
業
者
青
色
申
告
研
修
会

　
税
理
士
の
講
師
を
迎
え
、
青
色
申
告

の
概
要
や
実
務
に
つ
い
て
の
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。
開
催
2
日
前
ま
で
申
込

み
が
必
要
で
す
。
参
加
無
料
。

期
日　
初
級
講
座　
12
月
11
日
（火）

　
　
　
実
務
講
座　
12
月
18
日
（火）

時
間　
午
後
2
時
～
4
時

会
場　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
農
林
課　

 

☎
内
線

251

防
災
行
政
無
線 

定
時
放
送
の
曲
名

期
間

12
月
1
日
（土）
～
平
成
31
年
2
月
28
日
（木）

時
間
・
曲
名

正
午　
雪

午
後
5
時　
遠
き
山
に
日
は
落
ち
て

■
問
合
せ
／
総
務
課　
　
　
☎
内
線

213

市
民
行
政
相
談

　
行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
や
、
ど

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ

試
験
会
場　
北
村
山
公
立
病
院

試
験
種
目　
作
文
・
面
接
試
験
、
適
性
検
査

申
込
期
間

12
月
3
日
（月）
～
平
成
31
年
1
月
11
日
（金）

■
問
合
せ
／
北
村
山
公
立
病
院
経
営

管
理
課 

　
　
　
　
　
☎

（42）
２
１
１
１

12
月
4
日
か
ら
10
日
は
人
権
週
間

　
不
当
な
差
別
や
い
じ
め
な
ど
、
人
権

問
題
で
お
困
り
の
際
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
無
料
。

■
人
権
な
ん
で
も
相
談
所

日
時　
12
月
9
日
（日）
午
前
10
時
～
午
後
3
時

会
場　
甑
葉
プ
ラ
ザ

■
市
内
の
人
権
擁
護
委
員

金
谷
正
實
さ
ん
、
横
尾
喜
惠
子
さ

ん
、
小
関
典
子
さ
ん
、
板
垣
和
司
さ

ん
（
以
上
楯
岡
）
、
工
藤
一
男
さ
ん

（
西
郷
）
、
芦
野
富
士
子
さ
ん
（
大
久

保
）
、
高
橋
春
實
さ
ん
（
戸
沢
）

■
問
合
せ
／
山
形
地
方
法
務
局

　
　
☎
０
２
３
（
６
２
５
）
１
３
２
１

郷
土
の
お
正
月
料
理 

食
事
会

　
市
郷
土
料
理
を
楽
し
む
会
が
食
事
を

提
供
し
ま
す
。
お
膳
で
の
会
食
に
な
り

ま
す
。
足
が
不
自
由
な
方
に
は
い
す
を

準
備
し
ま
す
の
で
申
込
時
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

相
談
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
13
日
（木）
午
後
1
時
～
3
時

会
場　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　
☎
内
線

110

不
動
産
無
料
相
談

　
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
全
般
に
つ

い
て
宅
地
建
物
取
引
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時　
12
月
12
日
（水）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
／
（
公
社
）
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会  

☎
０
２
３
（
６
５
２
）
９
０
７
０

北
村
山
公
立
病
院
職
員
採
用
試
験

募
集
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

薬
剤
師
2
名
、
看
護
師
10
名
、
社
会
福

祉
士
1
名

受
験
資
格　
昭
和
53
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
で
、
既
に
資
格
免
許
を
取
得
し

て
い
る
方
ま
た
は
平
成
31
年
4
月
末
日

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

試
験
日
時　
平
成
31
年
1
月
22
日
（火）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

広
告

Open 17:00  Close 24:00
村山市楯岡荒町２－５－47
 TEL 070（1148）1733

やきとり喜々

広
告

各
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ

困
り
ご
と
・
相
談

資
格
・
試
験

催
し
・
そ
の
他
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お
知
ら
せ

日
時　
12
月
14
日
（金）
午
前
11
時
30
分
～

会
場　
農
村
伝
承
の
家

申
込
期
限　
12
月
7
日
（金）　
先
着
40
名

参
加
料　
２
、
０
０
０
円

■
問
合
せ
／
農
村
文
化
保
存
伝
承
館

 
☎

（53）
３
２
７
７

書
初
め
大
会
用
書
道
教
室

　
書
初
め
大
会
に
む
け
て
の
練
習
会
で

す
。
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
が
対
象
。

１
組
に
つ
き
受
講
料
５
０
０
円
を
添
え

て
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
29
日
（土）

　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

会
場　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

持
ち
物　
用
紙
を
除
く
書
道
用
具
一
式

申
込
期
限　
12
月
8
日
（土）　
先
着
15
組

■
問
合
せ
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（54）
２
３
２
０

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
説
明
会

　
平
成
30
年
中
に
新
築
住
宅
を
取
得
し
、

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け
る
方

を
対
象
に
申
告
書
作
成
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時　
12
月
23
日
（
日
・
祝
日
）
午
後
2
時
～

会
場　
楯
岡
キ
リ
ス
ト
教
会

■
問
合
せ
／
楯
岡
キ
リ
ス
ト
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（55）
６
０
２
８

太
極
拳
無
料
体
験
会

　
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
毎
週
水
曜
日��

午
前
10
時
～
正
午

会
場　
楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

※
第
4
週
の
み
甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
／
楯
岡
太
極
拳
ク
ラ
ブ

（
代
表 

青
柳
） 

☎
（53）
２
４
９
２

自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

12
月
の
訓
練
予
定

練
成
訓
練
＝
3
日
（月）
～
7
日
（金）

離
着
陸
訓
練
＝
3
日
（月）
～
28
日
（金）
の
平
日

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地
☎

（48）
１
１
５
１

■
戸
沢
小
学
校
へ

　
青
柳
フ
ヂ
子
さ
ん
（
戸
沢
）
が
紙
芝

　
居
1
作
品
、
絵
巻
物
1
巻

■
袖
崎
小
学
校
へ

　
小
室
淳
さ
ん
（
袖
崎
）
が
図
書
21
冊

期
日　
平
成
31
年
1
月
24
日
（木）
、
25
日
（金）

会
場　
北
村
山
地
域
振
興
局

申
込
期
限　
12
月
21
日
（金）

■
問
合
せ
／
村
山
税
務
署
☎

（53）
３
７
２
５

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
県
営
楯
岡
ア
パ
ー
ト
（
笛
田
）

募
集
戸
数　
2
戸
（
3
階
、
3
Ｄ
Ｋ
）

入
居
資
格　
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
り
、
所
得

が
公
営
住
宅
法
規
定
に
該
当
す
る
方

受
付
期
間　
12
月
1
日
（土）
～
7
日
（金）
消

印
有
効
（
12
月
3
日
（月）
は
休
館
）

必
要
書
類　
県
営
住
宅
申
込
書
、
62
円

切
手
2
枚

■
問
合
せ
／
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
２
３
（
６
４
７
）
０
７
８
１

冬
季
に
お
け
る
踏
切
道
の
通
行
止
め

通
行
止
期
間

12
月
4
日
（火）
～
平
成
31
年
3
月
19
日
（火）

対
象
踏
切
（
地
域
）

・
大
堤
（
袖
崎
）
・
拝
見
原
（
袖
崎
）

■
問
合
せ
／
Ｊ
Ｒ
東
日
本
山
形
保
線
技

術
セ
ン
タ
ー 　
☎
０
２
３
３

（22）
５
５
８
１

ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
無
料
研
修
会

　
ド
ー
ピ
ン
グ
禁
止
物
質
の
う
っ
か
り

摂
取
を
防
ぐ
た
め
に
、
医
師
・
薬
剤
師

が
講
演
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
。

日
時　
12
月
15
日
（土）

　
　
　
午
後
2
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　
甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
／
（
一
社
）
北
村
山
地
区
医

師
会
事
務
局
（
大
貫
）
☎

（55）
２
８
１
０

村
山
編
む
あ
む
サ
ー
ク
ル
体
験
会

　
マ
フ
ラ
ー
を
編
み
ま
す
。
か
ぎ
針
か

棒
針
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
材
料
費
は

自
己
負
担
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時　
12
月
8
日
（土）

　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
正
午

会
場　
楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
丹
野 

☎
（55）
３
６
１
８

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
ピ
ア
ノ
と
チ
ェ
ロ
に
よ
る
演
奏
と
歌

声
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
入
場
無

料
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
く
り
も
の
あ
り
が
と
う
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お
知
ら
せ

勤務内容　市内公立保育園または認定こども園での保育業務
　　　　　月曜から金曜日の5日間、月1回程度指定する土曜日勤務あり
　　　　　午前7時15分から午後7時15分の間で7時間30分のシフト勤務
　　　　　月額16万円　※担任業務を行う場合、月額8,000円を加算
任用期間　平成31年4月1日～平成32年3月31日（年度更新あり）
応募資格　保育士および幼稚園教諭の資格を有する方
申込期限　12月14日(金)　　募集人数　若干名
提出書類　受験申込書※市ホームページからダウンロードすることができます。
　　　　　資格証の写し
面 接 日　12月26日（水）
■問合せ／総務課職員係　☎内線215

保育業務嘱託員 募集

　式典のほか、実行委員会が催しを企画しています。家族やお友達はもち
ろん、どなたでも参加することができます。
日時　平成31年1月13日(日)　午前11時～（90分程度、午前10時受付開始）
会場　市民会館大ホール
対象者　 平成10年4月2日から平成11年4月1日生まれの方で市内在住も

しくは村山市出身で就職進学などのため市外に居住している方
その他　 平成30年12月1日時点で村山市に住民登録している対象者には、

12月中に案内を送付します。就職進学などで市外に転出している
方で案内状の送付を希望する場合はご連絡ください。

■問合せ／生涯学習課生涯学習係　☎内線331

成人式

　新しい一年のはじまりを皆さんで一緒にお祝いしませんか。会食や三味
線民謡の披露、お茶席、大抽選会を行います。和服を着てきた方には粗品
をプレゼント。どなたでも参加することができます。
日時　平成31年1月4日(金)　午後3時～（90分程度）
会場　甑葉プラザ　　会費　1,000円
申込方法　 12月18日(火)まで会費を添えて、総務課または各地域市民セン

ターへお申し込みください。
■問合せ／総務課庶務係　☎内線211

新年祝賀会

勤務内容　市内公立保育園または小学校での調理業務
　　　　　月曜から金曜日の5日間
　　　　　午前8時30分から午後4時45分の7時間15分勤務、日額6,700円
登録有効期間　平成31年4月1日～平成32年3月31日
　　　　　　　※平成30年度に登録した方も新たに登録が必要です。
応募資格　調理師の資格を有する方
申込期間　12月3日(月)～14日(金)　　募集人数　若干名
提出書類　申請書※市ホームページからダウンロードすることができます。
　　　　　資格証の写し※新規登録者のみ
■問合せ／総務課職員係　☎内線215

日々雇用職員（調理師）募集

広
告

広
告

MURAYAMA HotNews
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※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。
村山市の人口（11月1日現在）：24,372人 男：11,801人 女：12,571人 世帯数：8,219戸

袖
崎
小
学
校

感
謝
を
込
め
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
い
も
煮
の
振
舞
い

　
袖
崎
小
学
校
で
は
4
年
前
に
い
も
煮
会
を
復
活

さ
せ
、
毎
年
10
月
下
旬
に
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た

い
も
煮
を
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
地

域
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
振
る
舞
っ
て
い
ま

す
。

　
使
用
す
る
サ
ト
イ
モ
は
、
1
、
2
年
生
が
Ｊ
Ａ

み
ち
の
く
村
山
袖
崎
事
務
所
の
皆
さ
ん
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
学
校
の
畑
で
育
て
た
も
の
で
す
。

掘
り
た
て
を
味
わ
え
る
よ
う
、
直
前
に
収
穫
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
袖
崎
小
学
校
い
も
煮
会
の
一

番
の
特
徴
は
、
通
常
の
材
料
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
特

別
食
材
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
。
一
番
お
い
し
い
い

も
煮
を
作
っ
た
班
に
は
最
優
秀
賞
が
贈
ら
れ
ま

す
。
1
年
生
か
ら
6
年
生
の
異
学
年
で
編
成
し
た

縦
割
り
班
で
、
ま
ず
は
特
別
食
材
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
調
理
の
仕
方
を
決
定
。
今
年
は
、
チ
ー
ズ

と
ウ
ィ
ン
ナ
ー
や
、
春
雨
と
肉
だ
ん
ご
、
サ
ツ
マ

イ
モ
と
大
根
、
牛
肉
増
量
な
ど
、
子
ど
も
な
ら
で

は
の
組
み
合
わ
せ
が
飛
び
出
し
ま
し
た
。
入
れ
た

食
材
が
溶
け
て
な
く
な
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト

な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
す
べ
て
の
班
の
い
も
煮

が
無
事
完
成
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
楽
し
く
ふ
れ
あ

い
な
が
ら
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
の
力
で
会
の
企
画
・
運

営
が
で
き
る
よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
袖
崎
小
学

校
な
ら
で
は
の
い
も
煮
会
を
さ
ら
に
よ
り
よ
い
も

の
に
し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

↑最優秀賞のチームに賞状を贈呈。今年は、春雨　
と肉だんご入りいも煮が受賞しました。

↑祖父母や地域の皆さんに作ったいも煮をお振舞い
　（昨年の様子）

↑市ホームページ ↑市観光アプリ ↑子育て支援アプリ


